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██要約

IoT リーディングカンパニーを目指す経営方針を維持

エコモット <3987> は、IoT インテグレーション分野において豊富な実績を持つ、IoT 専業ソリューションベン

ダーである。政府としても「Society 5.0」実現の鍵として、IoT や人工知能（AI）をはじめとした IT 技術の社

会実装を掲げていることから、IoT を利活用することで環境問題や少子高齢化など日本社会が直面する課題を解

決することを企業使命としている。経営基盤強化により人員・開発投資に注力することで飛躍的成長を遂げ、日

本を代表する IoT リーディングカンパニーを目指すというシナリオに狂いはない。

1. 国策の「i-Construction」に対応して、コンストラクションソリューションの高成長を図る

主要顧客市場である建設業向けコンストラクションソリューションの売上高は、2020 年 8 月期第 4 四半期累

計で 10 億円と前年同期比 4 割増を目指す。これは「現場ロイド」が対象とする市場規模を 2018 年 5 月時点で

100 億円と推定しており、市場開拓とシェア拡大の余地が大きいことによる。国土交通省は、地方整備局が取

りまとめた現場ニーズに対し、i-Construction 推進コンソーシアム技術開発・導入ワーキンググループ（WG）

主催でマッチングイベントを行っており、同社の普及型エッジ AI カメラや AI・GNSS（Global Navigation 

Satellite System、全球測位衛星システム）を利用する技術提案が採用された。同社は、引き続き営業リソース

を強化し、「i-Construction」に則したサービス開発をすることで、コンストラクションソリューションの高成

長を図るとしている。

2. 2020 年 8 月期第 1- 第 2 四半期の業績

同社は決算期を 3 月から 8 月に変更したため、2020 年 8 月期は 17 ヶ月の変則決算となる。2019 年 8 月に札

幌の企業を買収したことから、当第 2 四半期（2019 年 4 〜 9 月期）は初の連結決算となった。ただし、連結子

会社とした企業の事業規模が小さく、比較分析への影響が僅差であることから、前年同期の個別決算と比較した

増減を表記している。2020 年 8 月期第 2 四半期累計の売上高は前年同期比 6.3% 増の 712 百万円、営業損失は

96 百万円と前年同期よりも損失額が 26 百万円増えたものの、計画比では 41 百万円減少した。また、ストック

売上比率の向上により、売上総利益率が前年同期比 5.3 ポイント増の 37.6% に上昇した。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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要約

3. 2020 年 8 月期第 3- 第 4 四半期の取り組み

同社は決算期変更に伴う 2020 年 8 月期の通期業績予想は開示していないが、第 4 四半期累計（2019 年 4 月

〜 2020 年 3 月）の業績予想は開示しており、売上高は前年同期比 50.8% 増の 2,430 百万円、営業利益は同

534.7% 増の 159 百万円を見込んでいる。なお、利益の変化率が大きいのは、前期に大幅減益となったためで

ある。ソリューション別に見ると、創業事業で収益性の高いモニタリングソリューションは、子会社化した企業

との連携により顧客層の拡大を進める。インテグレーションソリューションは、2019 年 7 月より提供開始した

LPWA 圧力センサー・スイッチ「PSB-200」、2019 年 8 月より KDDI<9433> が開始した「KDDI IoT クラウ

ド Standard」LOGGER コース（LPWA）サービスにより、LPWA ビジネスの販促をかける。コンストラクショ

ンソリューションは、全国エリアでの拡販を目指した展示会への出展の強化しており、主要都市で業界特化型自

社セミナーも展開している。コンストラクションソリューションと並んで営業リソースを集中している GPS ソ

リューションは、拡大を続ける MaaS 市場に向けて、新たなカーテレマティクスソリューションサービスでパ

イオニア <PNCOY> と協業した。パイオニアから供給を受ける先進運転支援システムを搭載した高性能ドライ

ブレコーダーを投入し、白ナンバー業務用車両を多数保有する法人への営業強化により、今第 3- 第 4 四半期に

売上増を図る。

Key Points

・国策の「i-Construction」に対応して、コンストラクションソリューションの伸長を図る
・2020 年 8月期第 2四半期累計の売上高は、前年同期比 6.3%増の 712 百万円で着地
・経営基盤強化により、日本を代表する IoTリーディングカンパニーを目指す
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██会社概要

地に足の着いた、IoTネイティブのソリューションベンダー

1. 会社概要

同社は、IoT の利活用により環境問題や少子高齢化など日本の社会が直面する課題を解決することを目的に、現

代表取締役の入澤拓也（いりさわたくや）氏により 2007 年 2 月に設立された。Internet of Things（モノのイ

ンターネット）という言葉が広まる以前から、IoT 専業ソリューションベンダーとして 10 年間顧客と向き合い、

9,000 以上の現場に IoT システムを提供しており、リモート計測・制御技術、モバイルコネクティビティを活

用した IoT インテグレーションの分野において豊富な実績を持つ。

2. 沿革

北海道札幌市に本社を置く同社が創業時に手掛けたビジネスは、融雪装置遠隔制御代行サービスであった。2 年

目に「融雪装置遠隔制御システム」を開発し、特許を取得した。遠隔でのカメラ監視によるモニタリングソリュー

ションとして「ゆりもっと」の名称で融雪システム遠隔監視ソリューションをパッケージ化した。なお、「ゆりもっ

と」は降雪地域の中でも、特に気温が低く、ロードヒーティングが普及したエリアに限定されるため、札幌本社

と 2009 年に開設した青森営業所が対応している。

2009 年には、建設情報化施工支援ソリューション「現場ロイド」をリリースした。幅広い地域をターゲットに

できるため、北海道から九州までをカバーする全国 8 ヶ所に販売網を築き、2011 年には東京営業所、北信越営

業所、関西営業所、九州営業所、2012 年に仙台営業所、2019 年 5 月に東海営業所を開設した。各営業所の売

上高が堅調に拡大した結果、相対的に売上高の地域別構成比は北海道が 4 分の 1 以下に低下している。

2014 年には、データコレクトプラットフォーム「FASTIO」の提供を始めた。同プラットフォームは、2016

年に KDDI 向けにカスタマイズして「KDDI IoT クラウド Standard」として提供されている。また、2016 年

3 月には交通事故削減ソリューション「Pdrive」の OEM 提供を開始した。

2019 年 1 月には、KDDI と資本・業務提携を行った。法人向け IoT ビジネスの拡大を目的としており、同社の「つ

なぐ力」と、KDDI の持つ通信、プラットフォーム、アプリケーションの強みを生かし、新たな業種業界に特化

した新規パッケージの共同開発及び共同販売に取り組むとしている。

2019 年 10 月には、ISMS（情報セキュリティマネジメントシステム）の国際規格認証「JIS Q 27001：2014」

を取得した。IoT インテグレータとして大量のデータを取り扱うことから、セキュリティ対策を継続し、常に安

全なサービスを提供し続けられるよう業務運営体制の強化を図った。これにより、大手協業先との共同開発及び

共同販売に一層の拍車がかかる。

なお、2017 年 6 月に札幌証券取引所アンビシャス市場に株式を公開、2018 年 6 月に東証マザーズに上場した。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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3. 各種表彰

同社は IoT/M2M ※技術により、各種表彰されている。一例を挙げると、モバイルコンピューティング推進コ

ンソーシアム（MCPC）が開催する「MCPC award」において、過去 3 回受賞している。「MCPC award」は、

モバイルシステムの導入により、IoT/M2M 分野での「業務効率化」「業績向上」「顧客満足度向上」「社会貢献

の推進」「先進的なモバイル活用」等の成果を上げた事例を顕彰し、モバイルソリューション、IoT/M2M シス

テムの更なる普及促進を図るものである。同社は、2015 年 12 月にデータコレクトプラットフォーム「FASTIO」

がプロバイダー部門のグランプリ及び優秀賞を受賞した。その他、2008 年 3 月に業界初エコロードヒーティン

グ遠隔操作システム「ゆりもっと」がモバイル中小企業賞、2011 年 4 月に建設現場の見える化システム「現場

ロイド」が特別賞、2019 年 11 月に飲食店向け自動応対サービス「AITELL」がサービス＆ソリューション部

門奨励賞を受賞している。

※ M2M： Machine to Machine（マシーン・ツー・マシーン）の略で、機器同士が人間の介在なしにコミュニケーショ
ンをし、動作するシステムを表す。

2017 年 12 月には、経済産業省が 2,148 社を「地域未来牽引企業」として選出したが、同社もその 1 社として

認定を受けた。「地域未来牽引企業」は、事業を一層発展させ、地域経済の成長の中核となって活躍することが

期待されている。また、札幌商工会議所が優れた技術やユニークな経営手法によって挑戦を続ける創業期にあ

る起業家を表彰し、社会的評価の向上や事業拡大を応援する「北の起業家表彰」では、2014 年度に奨励賞を、

2018 年度は大賞を受賞した。

██事業概要

強みは「つなぐ力」「構築力」「組織力」

1. 事業内容と売上高構成

同社は、IoT インテグレーション事業の単一セグメントであるが、提供スタイル・ソリューションで売上高を区

分している。2019 年 3 月期の売上高（1,611 百万円）の内訳は、顧客毎のニーズに対応した IoT 導入を支援す

るデータコレクトプラットフォーム「FASTIO」のインテグレーションソリューションが 221 百万円（構成比

13.8%）であった。用途・業種別ソリューションで分かれるパッケージサービスは、建設情報化施工支援ソリュー

ション「現場ロイド」のコンストラクションソリューションが 710 百万円（同 44.1%）、融雪システム遠隔監視

ソリューション「ゆりもっと」のモニタリングソリューションが 189 百万円（同 11.8%）、交通事故削減ソリュー

ションである「Pdrive」の GPS ソリューションが 489 百万円（同 30.4%）であった。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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IoT インテグレーション事業

ソリューションの位置付け ソリューション
プラットフォーム／

主なパッケージサービス

IoT プラットフォームをベースとした
SI によるソリューション

インテグレーション
ソリューション

IoT プラットフォーム「FASTIO」

パッケージサービスを中心とした
ソリューション

コンストラクション
ソリューション

建設情報化施工支援ソリューション 「現場ロイド」

自然災害の予兆を見える化「防災ソリューション」

モニタリング
ソリューション

融雪システム遠隔監視ソリューション 「ゆりもっと」

GPS ソリューション 交通事故削減ソリューション「Pdrive」

出所：有価証券報告書よりフィスコ作成

13.8%

44.1%11.8%

30.4%

ソリューション別売上高構成比

（2019年3月期：1,611百万円）

インテグレーション

ソリューション

コンストラクション

ソリューション

モニタリング

ソリューション

GPSソリューション

出所：有価証券報告書よりフィスコ作成

2. 資本提携と業務提携

IoT システムの構築は、モノが介在する現実社会とインターネットのサイバー空間をカバーするため、各分野で

優位性を持つ企業とのアライアンスが必要となる。同社は、「つなぐ力」「システム構築力」「組織力」などの領

域でエッジを効かせた製品やサービスの提供を得意としている。IoT プラットフォームを自社開発しているが、

クラウドインフラとしては、アマゾン・ドット・コム <AMZN> のアマゾン・ウェブ・サービス（AWS）やマ

イクロソフト <MSFT> の Microsoft Azure を利用している。アマゾンからは、札幌に本店を置く企業としては

初めてテクノロジーパートナーとして認定された。また、業務・資本提携をしている KDDI とは、「IoT クラウ

ド Standard」の強化、5G 等の新技術を活用した通信デバイスの共同開発、KDDI 顧客基盤への営業活動強化

等により協業している。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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事業系統図

出所：会社資料よりフィスコ作成

(1) テラスカイとの資本・業務提携
アプリケーション分野と関連するテラスカイ <3915> と 2016 年 1 月に業務・資本提携を行い、出資を受けた。

2019 年 3 月期末の保有株式比率は 1.4%、第 8 位の株主になる。テラスカイは、同社の IoT ソリューション

をクラウド・インテグレーションシステムに活用している。

(2) KDDI との資本・業務提携
2019 年 1 月に、KDDI との関係強化による法人向け IoT ビジネスの拡大を目的に、資本・業務提携を行った。

KDDI は、同社株の 21.0% を取得して第 2 位株主となり、2019 年 6 月に KDDI のビジネス IoT 推進本部副

本部長の柿嶋憲（かきしまけん）氏が同社の社外取締役に就任した。それ以降、両社の協業の推進力が増して

いる。なお、同社との取引に当たっては市場価格に基づいて価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定して

いる。また、両社の対等かつ良好な関係を志向しており、経営判断・業務執行における自主独立性が尊重され

ている。

KDDI は、エコモットの創業事業である融雪システム遠隔監視ソリューション「ゆりもっと」の開発時に技術

協力をするなど、同社の発展に深く関与してきた。現在注力している建設情報化施工支援ソリューション「現

場ロイド」と交通事故削減ソリューション「Pdrive」のパッケージサービスでも、多くの KDDI 回線を活用

している。また、パートナー企業とのマッチングや顧客紹介の恩恵を受けており、顧客への共同提案も行って

いる。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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今後は、同社の「つなぐ力」と、KDDI の持つ通信、プラットフォーム、アプリケーションの強みを生かし、

前述した 3 つの IoT パッケージサービスに続く新たな業種業界に特化した新規パッケージの共同開発及び共

同販売に取り組む。第 1 ステップとして、「KDDI IoT クラウド Standard」を中心として、安定運用強化と

機能拡張により、既存ユーザーへの売上単価アップと新規ユーザーの売上拡大を図る。第 2 ステップでは、

共同開発を直近の LTE・LPWA から 5G 等の新技術を活用した通信デバイスへと拡大し、「KDDI IoT クラウ

ド Standard」を KDDI IoT プラットフォームの 1 コンポーネントとして機能させることで、未攻略市場への

侵攻と売上単価増を目指す。同時に、同社はセンサーのラインナップを拡充する。KDDI の決算説明会資料の

IoT 市場に関するページには同社のロゴマークが登場しており、同社の役割が重視されていることがうかがえる。

エコモットの強みと KDDI の強み

出所：会社リリースより掲載

3. 3 つの強み

IoT 利活用に必要なエコシステムは、モノ・コトからのデータ「収集」、クラウド上にデータ「蓄積」、クラウド

上でデータ「分析」、分析結果を現実世界の「モノ・人」にフィードバックし「活用」するという 4 つの機能で

成り立つ。モノのインターネットである IoT は、センサーをインターネットにつなぐことで、離れた場所の状

態を知ることや、遠隔でモノを操作することを可能にする。具体的には、現実世界で起こる温度、湿度、気圧、

照度、騒音、振動などの物理現象をセンサーにより電気信号に変換し、通信デバイスにより通信回線でインター

ネットに接続してクラウド上のサーバーにデータを収集する。サイバー空間では、クラウドサーバーからの計測

データの表示、画像監視、遠隔操作、車両の運行管理を行い、機械の稼働状況などを解析する。なお、データ解

析には AI を活用することもある。データをビジネスに生かすため、グループウェアや BI ツール※とリンクさせる。

※ BI ツール： Business Intelligence ツールの略。企業の業務システムの一種で、膨大なデータを蓄積・分析・加工し、
意思決定に活用できるような形式にまとめる。昨今は、情報の収集や成型といった入り口側の機能を簡略
化し、美しく直感的なアウトプットに特化したものが注目されている。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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IoT をビジネスに生かすエコモット 3 つの強み

出所：ホームページよりフィスコ作成

同社の強みは、「つなぐ力」「構築力」「組織力」である。「つなぐ力」では、パートナープログラムを通じて 2,000

種類以上の接続実績があるセンサーを用意し、モノ・コトからデータを収集し、多彩なニーズに対応可能として

いる。多様な顧客ニーズに適応するため、豊富な自社開発の通信デバイスを製品化している。また、顧客の利用

形態に応じて、自社エンジニアがカスタマイズもする。多くの導入実績に基づき、多種多様な屋内外の設置場所

において最もセンシングに適した場所の選定などフィールドでの設置ノウハウを蓄積している。「構築力」では、

豊富なノウハウに裏付けられたシステムの構築力とサービス運用力を併せ持つことを強みとする。コンサルティ

ングにより、顧客ニーズに即したソリューションをワンストップで提供できる独自性を持つ。過去 10 年間で累

計 9,000 以上の現場に IoT システムを設置した実績を持ち、常時 23,000 アイテム以上を運用している。「組織力」

では、IoT 専業システムインテグレータとして、多岐にわたる分野をカバーしている。ワークフロー順に並べる

と、マーケティング・サービス企画、ハードウェア設計・製造、組込ソフト・プラットフォーム設計・開発、ネッ

トワーク設計・開発、Web アプリケーション設計・開発、システムインテグレーション、他社アプリ連携、設置・

工事、保守運用・アフターサポートとなる。

● BULB( 株 ) への資本出資及び ( 株 ) ストークの買収と子会社化
2019 年 6 月に同社は、札幌市に本社を置く BULB の株式 8.6% を第三者割当増資により取得した。BULB は、

2011 年に設立され、不動産業× TECH や飲食業× TECH など様々な産業に対し、テクノロジーでイノベーショ

ンを起こす Xtech 事業、シェアリングエコノミー構築支援、VR システム開発等に強みを持つベンチャー企業

である。同社の AI/IoT 技術を活用することで、BULB の開発力やノウハウの更なる強化・発展を図り、北海

道全体の産業におけるデジタルトランスフォーメーションを推進していく。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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また同年 8 月末には、札幌市に本社があるストークの全株式を取得し、子会社化した。ストークは、クリー

ンで安全、経済的な独自の強みを有した暖房設備機器の販売、メンテナンス事業を展開している。北海道を中

心とした商業施設、公共施設、学校施設、医療・福祉施設等への豊富な導入実績を有しており、現在はメンテ

ナンスを事業の主軸としている。エコモットの「ゆりもっと」は、民間マンションを主要顧客としているため、

ストークの子会社化によりストークが有する商業施設を中心とした顧客基盤に対して「ゆりもっと」の営業展

開が望める。また、ストークの暖房設備機器メンテナンスに関わる稼働及びノウハウの共有といったシナジー

効果を得ることも可能となる。ストークの顧客基盤においては、暖房設備機器に限らず IoT ソリューション

に対する需要が存在しており、インテグレーションソリューションの売上拡大につなげる。

「現場ロイド」の市場規模を 100 億円と推定

4. コンストラクションソリューションと GPS ソリューション

同社は、収益基盤安定に向けて、コンストラクションソリューションと GPS ソリューションへ経営資源を集中

している。

(1) コンストラクションソリューション
a) 推定市場規模
建設情報化施工支援ソリューションの「現場ロイド」は、土木工事の IoT で、同社では 2018 年 5 月時点で

市場規模が 100 億円はあると推定している。2020 年 8 月期第 4 四半期累計の予想売上高は、前期比 40.7%

増の 1,000 百万円に設定している。営業網の強化と情宣活動により、市場の開拓とシェア拡大を目指す。

「現場ロイド」は、業務効率化の実現や安心安全の確立をサポートする約 300 種類のサービスラインナップを

そろえている。2010 年以来、8,000 件以上の工事現場に設置され、工事現場の安全性向上、業務効率化、品

質向上に大きく貢献している。屋外に設置した環境センサーやネットワークカメラからのデータにより建設現

場を見える化でき、センサーによる常時警戒や異常を検知してからの迅速な警報発報は、コストや精度など多

くの面で人が行う作業を凌駕する。また、同社は土木建築や災害の現場において、管理者や作業員がより高度

で本質的な働きに集中できるよう、ワイヤレスコネクティビティ技術で現場を足元から支える。サービス事例

としては、遠隔クラウド計測システム、遠隔監視カメラシステム、コンクリート養生温度管理システム、ワイ

ヤレス警報検知システム、熱中症対策システムなどがある。

収入形態は、工事期間の機器レンタル料とサービス利用料になる。1 件当たり平均 3 〜 4 ヶ月程度利用され、

利用料は約 80 〜 100 万円である。同サービスはパッケージ化されていることから、保安安全用品・建機レン

タル業者等の販売店経由で提供する。保安安全用品の販売及びレンタル事業を行う ( 株 ) 仙台銘板が最大の販

売店であり、2019 年 3 月期の仙台銘板への売上高依存度は 26.6% であった。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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b) ICT 土木「i-Construction」
国土交通省は、2016 年より「ICT の全面的な活用（ICT 土工）」等の施策を建設現場に導入することによって、

建設生産システム全体の生産性向上を図り、魅力ある建設現場とする取り組み「i-Construction（アイ・コン

ストラクション）」を進めている。ICT 技術の活用により、測量・設計から施工、管理に至る全プロセスの情

報化を実現し、2025 年までに建設現場の生産性を 2 割向上させることを目指す。産学官連携により、IoT・

人工知能などの革新的な技術の現場導入や、3 次元データの活用などを進めることで、生産性が高く、魅力的

な新しい建設現場を創出することを目的に、2017 年 1 月に i-Construction 推進コンソーシアムが設立された。

同社は、2018 年 6 月に同コンソーシアムに加盟した。

建設業界にとって、生産性の向上は喫緊の課題だ。2019 年 9 月の有効求人倍率はすべての職業が 1.45 倍であっ

たが、専門的・技術的職業の「建築・土木・測量技術者」の有効求人倍率は 6.10 倍、「建設・採掘の職業」でも 5.44

倍と高い。2019 年 8 月調査の正社員労働者過不足判断 D.I. では、産業計が 40（＝不足－過剰）であったの

に対し、建設業は 51 と人手不足感が強い。求人に対し応募者が少ないのは、工事現場の半数が週休 1 日であ

る上、男性現場作業員の平均年収が 440 万円と、全産業平均（約 550 万円）や製造業の現場社員（約 470 万円）

より低いことに起因する。国を挙げての働き方改革が進行するなか、日本建設連合会は「週休二日実現行動計画」

を発表している。2019 年度末までに 4 週 6 閉所以上、2021 年度末までに 4 週 8 閉所の実現を目指している。

同連合会の長期ビジョンによると、今後 10 年以内に、著しい高齢化に伴う建設技能者の大量離職時代が到来

する。2014 年の技能労働者数は約 343 万人であったが、60 歳以上が全体の 23.2%、50 代が 21.2% を占め

ており、2025 年度までに全体の 3 分の 1 に当たる約 109 万人が退職すると予測されている。

国土交通省は、地方整備局が取りまとめた現場ニーズに対し、i-Construction 推進コンソーシアム技術開発・

導入 WG 主催でマッチングイベントを行っており、同社の IoT を利活用した提案が新技術マッチングに採択

されている。関東地方整備局が取りまとめた現場ニーズは、「CCTV 画像により落下物などを検知できる技術」

「交通量調査、旅行速度調査の画像等による解析システム」であったことから、同社は普及型エッジ AI カメ

ラ「MRM-900」（定点監視カメラによる AI 画像解析技術）を提案した。中部地方整備局からは、「地震時に

リアルタイムで各種構造物の変状を把握したい」「衛星データを用いるなど、短期間で広範囲のインフラ施設

の変位を把握したい」「目視では判断できないインフラ施設の変状・変位とその進行性を把握したい」などのニー

ズが提示され、同社のクラウド版 GNSS（Global Navigation Satellite System、全球測位衛星システム）自

動変位計測システム「DANA CLOUDTM」が採択された。同システムは、GNSS スタティック測位法により

観測点の変位量を 3 次元計測し、定期的にクラウドに各種構造物の変位データを集約する。地震などの有事

の際に、時間帯や場所を選ばずにインターネット回線へ接続可能な PC、スマートフォン、タブレットなどか

らクラウドへアクセスするだけで、各種構造物の変状を確認することができる。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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i-Construction 推進コンソーシアムでの活動成果

現場ニーズ 取りまとめた整備局 同社提案の技術シーズ

・CCTV 画像により落下物等を検知できる技術
・ 交通量調査及び旅行速度調査の画像等による解析システ

ム（高崎河川国道事務所）
関東地方整備局

・ 普及型エッジ AI カメラ「MRM-900」 
( 定点監視カメラによる AI 画像解析技術）

・ 地震時にリアルタイムで各種構造物の変状を把握したい
・ 衛星データを用いるなど、短期間で広範囲のインフラ施

設の変位を把握したい
・ 目視では判断できないインフラ施設の変状・変位とその

進行性を把握したい

中部地方整備局

・ クラウド版 GNSS 自動変位計測システム「DANA 
CLOUDTM」

・ CCTV 画像処理により冬期登坂不能車情報を自動観測・
整理できる技術（高田河川国道事務所）

北陸地方整備局
・ 普及型エッジ AI カメラ「MRM-900」 
（画像解析による冬期登坂不能車の自動観測技術）

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

(2) 需要拡大の期待が高い「防災ソリューション」
日本は、自然災害が多く、台風、大雨、洪水、土砂災害、地震、津波、火山噴火などが発生しやすい。国土の

面積は世界の 0.28% しかないが、全世界の 7.0% の活火山がある。

時間雨量 50mm を超える短時間強雨の平均年間発生回数は、1976-1985 年の 174 回に対し 2007-2016 年

は 232 回と約 1.3 倍になった。国土交通省がまとめた 2018 年の全国水害被害額は、約 1 兆 3,500 億円と統

計開始以来最大を記録した。内訳は、一般資産等被害額が約 7,807 億円、公共土木施設被害額が約 5,349 億円、

公益事業等被害額が約 348 億円であった。2018 年 7 月の西日本豪雨の水害被害額は 1 兆 1,580 億円と、単

独の豪雨による被害として過去最大であった。

同社は、IoT で自然災害の予兆を見える化し、少しでも早い災害対応による自然災害の被害の軽減を目的に「防

災ソリューション」を提供している。「防災ソリューション」は、コンストラクションソリューションにおけ

る重要なソリューションメニューの 1 つと位置付けている。

「防災ソリューション」のサービス事例

サービス名称 内容

簡易水位計測クラウド監視システム 河川や湖沼の異常増水監視に最適。集中豪雨被害から人命や財産を守る

振動計測クラウド監視システム 目に見えぬ建築物・構築物の微細なダメージを把握。倒壊事故に備える

簡易監視カメラシステム 増水、豪雨、突風、倒壊、土石流、土砂崩れなどの現地の様子をライブ映像で確認。写真や動
画をクラウド上に保存できる

出所：ホームページよりフィスコ作成
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同社の「防災ソリューション」は、独立型電源、モバイルデータ通信、クラウドサーバーの組み合わせにより、

従来型システムに比べ、価格、準備期間、設置範囲、導入の手間、機能性で優位にある。ソーラーバッテリー

や燃料電池を用いた独立型電源とモバイルデータ通信を組み合わせることで、電源配線工事や光ファイバー等

の通信配線工事を不要にした。従来型はシステムをすべて有線接続しているため、導入時に考慮していなかっ

た機能等を付加するためのハードルが高いことに加え、既存のシステムには数十年前に導入したものも少なく

なく、最新の技術を取り入れられるような拡張性に乏しい。同社のソリューションは、データ処理をクラウド

サーバーで行うため、庁舎内に専用サーバーを設置するのに比べて大幅なコストダウンができる。端末側も、

既存のパソコンやスマートフォンを活用でき、専用アプリケーションも必要としない。従来型では設置から

運用開始までおおむね 1 ヶ月の期間を要したが、同社ソリューションは緊急時でも物流環境が整っていれば、

申込受付から 2 〜 3 営業日程度でレンタル製品が到着する。また、各種設定した上で発送するため、即日使

用可能となる。低コストで済むため、今までの防災システムと同額の予算であれば、より広い範囲をカバーし

た監視にも対応でき、大規模災害発生後の二次災害防止に向けた緊急設置の際にも対応可能である。大規模災

害の爪痕は大きく、近隣危険個所からのニーズがあるため、同社は河川増水状況監視システムなどを継続提案

している。また、AI、GNSS （全球測位衛星システム ) 等を活用した機能優位性を有した防災ソリューション

の提案も強化している。

5. 季節要因と決算期末の変更

同社の 4 つの主要なソリューションのうち、3 つが下期（10 〜 3 月）偏重のため、上期（4 〜 9 月）に営業損

失が発生し、下期の利益で通期の黒字化を果たす季節的なパターンがこれまでに見られた。過去 2 期の四半期

ごとの売上高、売上原価、販管費と営業利益（損失）の推移では、2018 年 3 月期と 2019 年 3 月期においてそ

れぞれの四半期ごとの販管費に大きな差異はない。収益性では、ストックビジネス比率の高いモニタリングソ

リューションの売上高構成比が上がる下期に、売上総利益率は高くなる。

モニタリングソリューションは、ロードヒーティング遠隔監視代行サービスの提供期間が冬季の 12 〜 3 月まで

に限定される。コンストラクションソリューションは、公共工事現場に対するサービス提供が中心であるため、

9〜11月にサービス提供及び売上高の計上がピークを迎える。また、IoTシステムの受託開発であるインテグレー

ションソリューションは、多くの顧客が決算期末直前の納品を希望することから、第 4 四半期に売上が集中す

る傾向がある。一方、GPS ソリューションの「Pdrive」は、他ソリューションほどの季節要因はない。

https://www.ecomott.co.jp/ir/
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出所：決算短信よりフィスコ作成

同社は今期より、決算期末を 3 月から 8 月に変更した。よって 2020 年 8 月期は 17 ヶ月の変則決算となる。従

来の決算期では、第 2 四半期累計まで営業損失を計上し、第 3 四半期から単期黒字に転換し、最後の第 4 四半

期で通期黒字化を実現してきた。8 月期決算の場合、営業利益は 12 〜 2 月の第 2 四半期に最も大きくなる。第

1- 第 3 四半期まで黒字決算となるが、第 4 四半期に単期損失を計上するため、通期利益が第 3 四半期累計の水

準を下回ることになる。閑散期の 6 〜 8 月の売上増と、期内売上に向けて各種販売施策を戦略的に前倒して実

施すること等により、第 3 四半期累計と通期の利益水準の差異を縮小することが望まれる。

https://www.ecomott.co.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

http://www.fisco.co.jp

2020 年 1月 9日（木）エコモット
3987 東証マザーズ・札証アンビシャス https://www.ecomott.co.jp/ir/

14 21

14
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2020 年 8月期第 2四半期は前年同期比 6.3%の増収

● 2020 年 8 月期第 2 四半期の連結業績概要

(1) 損益計算書
2020 年 8 月期第 2 四半期は、ストークを子会社化し連結対象としたことから、初の連結決算となった。ただし、

子会社の事業規模が小さく、比較分析への影響が僅差であることから、前期個別決算と当期連結決算の数値を

比較した増減数値を表記している。2019 年 4 〜 9 月の 6 ヶ月となる第 2 四半期累計業績は、売上高が前年

同期比 6.3% 増の 712 百万円となった。GPS ソリューションが新端末開発期における営業活動減に伴い減収

となったが、他の 3 部門は売上高が好調に推移した。なお、営業損失は 96 百万円と前年同期よりも損失額が

26 百万円増えたものの、計画比では 41 百万円縮小となった。一方、ストック売上比率の向上により、売上

総利益率が前年同期比 5.3 ポイント増の 37.6% に上昇した。経営基盤強化の人材投資などで販管費率が同 8.3

ポイント増の 51.2% になり、売上高営業利益率は同 3.0 ポイント悪化し -13.6% となった。従業員数は前期

末比 17 人増の 108 人となったが、2020 年 3 月までに 118 人体制とすることを計画しており、事務所の増

床などで販管費の増加率が増収率を上回った。

2020 年 8 月期 第 2 四半期 損益計算書
（単位：百万円）

19/3 期 2Q 20/8 期 2Q 前年同期比 計画比

実績 対売上比 計画 実績 対売上比 増減額 増減率 増減額 増減率

売上高

インテグレーションソリューション 80 12.1% 89 94 13.3% 14 17.4% 5 6.5%

コンストラクションソリューション 306 45.7% 345 375 52.7% 69 22.7% 30 8.9%

モニタリングソリューション 28 4.3% 28 44 6.3% 15 54.1% 16 59.4%

GPS ソリューション 254 38.0% 269 197 27.7% -56 -22.3% -71 -26.5%

計 670 100.0% 731 712 100.0% 42 6.3% -18 -2.5%

売上総利益 216 32.4% 243 268 37.6% 51 23.6% 25 10.3%

販管費 287 42.9% 381 364 51.2% 77 26.9% -16 -4.2%

営業利益 -70 -10.5% -138 -96 -13.6% -26 - 41 -

経常利益 -76 -11.4% -139 -96 -13.6% -20 - 42 -

四半期純利益
（親会社株主に帰属する四半期純利益） -53 -8.0% -97 -74 -10.5% -21 - 22 -

注：19/3 期 2Q は単体ベース、20/8 期 2Q は連結ベース
出所：決算短信よりフィスコ作成
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上場時の公募増資と第三者割当増資により自己資本が大幅増加

(2) 財務状況
2020 年 8 月期第 2 四半期末の総資産は、前期末比 34 百万円減の 2,090 百万円となった。流動資産では現

金及び預金が同 460 百万円減少し、棚卸資産が同 346 百万円増加した。2019 年 3 月期に売上高が計画を

16.3%（312 百万円）下回ったが、要因は「現場ロイド」の大口案件の翌期持ち越し（計画比約△ 40 百万円）、

危機管理型水位計の競争激化（同約△ 100 百万円）、LPWA 大口案件の翌期持ち越し（同△ 150 百万円）であっ

た。LPWA は部材調達遅れから提案機会を逸した。このため、2019 年３月期の棚卸資産の原料及び貯蔵品が

189 百万円増加となった。一方で、2020 年 8 月期第 2 四半期においては、棚卸資産の原料及び貯蔵品が前期

末比 108 百万円減少したものの、商品及び製品が 435 百万円増加し、835 百万円の高水準となった。2020

年 8 月期は「現場ロイド」の大口案件はカスタマイズ仕様も決定し、利用機器の売上計上となった。LPWA

案件は、広エリア・多拠点での大口案件となるファーストユーザーが導入を見送った。

2020 年 8 月期第 2 四半期における短期的な支払い能力を表す流動比率は 391.3%、長期的な指標の自己資本

比率は 66.4% と極めて良好であった。2018 年 6 月の東証マザーズ上場時に、新株発行による 35 万株の公募

増資と 2019 年 1 月の KDDI との資本提携の際に 50 万株の第三者割当増資を行ったため、2019 年 3 月期末

の自己資本は大幅に増加した。

貸借対照表

（単位：百万円）

17/3 期 18/3 期 19/3 期 20/8 期 2Q 増減額

流動資産 701 1,109 1,783 1,736 -47

固定資産 117 166 341 354 13

資産合計 818 1,275 2,124 2,090 -34

流動負債 271 399 363 443 80

固定負債 294 438 300 259 -41

負債合計 565 838 663 702 38

（有利子負債） 323 578 437 412 -25

純資産合計 253 436 1,460 1,387 -73

注：20/8 期 2Q は 2019 年 9 月末で連結ベース。それ以前は単体ベース
出所：決算短信よりフィスコ作成
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2020 年 8月期第 4四半期累計の予想を据え置く

1. 2020 年 8 月期第 4 四半期累計の業績見通し

2020 年 8 月期第 4 半期累計の業績は、期初予想を据え置いた。売上高は前年同期比 50.8% 増の 2,430 百万円、

営業利益が同 534.7% 増の 159 百万円、経常利益が同 529.7% 増の 157 百万円、親会社株主に帰属する四半期

純利益が同 859.6% 増の 108 百万円を予想している。利益面での変化率が大きいのは、前期の業績が大幅に悪

化したことによる。2018 年 3 月期との比較では、約 5 割の増収、36% 前後の利益増となる。2019 年 3 月期か

らの 3 期間を「飛躍的成長に向けた経営基盤強化」の期間と位置付けており、主に人材採用強化による先行投

資が利益の伸びを抑制することになる。

損益計算書
（単位：百万円）

18/3 期 19/3 期 20/8 期 4Q 前年同期比

実績 対売上比 実績 対売上比 計画 対売上比 増減額 増減率

売上高

インテグレーションソリューション 182 11.2% 221 13.8% 420 17.3% 198 89.4%

コンストラクションソリューション 621 38.2% 710 44.1% 1,000 41.2% 289 40.7%

モニタリングソリューション 173 10.7% 189 11.8% 180 7.4% -9 -4.9%

GPS ソリューション 647 39.8% 489 30.4% 830 34.2% 340 69.4%

計 1,625 100.0% 1,611 100.0% 2,430 100.0% 818 50.8%

営業利益 117 7.3% 24 1.5% 159 6.5% 134 534.7%

経常利益 115 7.1% 25 1.6% 157 6.5% 132 529.7%

当期純利益
（親会社株主に帰属する四半期純利益） 79 4.9% 11 0.7% 108 4.4% 97 859.6%

注：20/8 期 4Q は 2020 年 3 月までの 12 ヵ月の連結ベース。18/3 期及び 19/3 期は単体ベース
出所：決算短信よりフィスコ作成

2020 年 8 月期第 4 四半期累計の売上高予想を達成するには、第 1- 第 2 四半期の 712 百万円に対し、第 3- 第

4 四半期に 1,717 百万円の予算を消化する必要がある。過去 3 期の売上高の上下比率は、32%：68%、38%：

62%、42%：58% であった。2019 年 3 月期は、期初予想では 34%：66% であったことから、下期の比率が低

下したのは大型案件の翌期持ち越しに影響されたことによる。2020 年 8 月期第 1- 第 2 四半期と第 3- 第 4 四半

期の比率は、29%：71% になることから、2020 年 8 月期第 3- 第 4 四半期のビジネスにつながるタネは仕込ん

であると言えるだろう。
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半期ごとソリューション別売上高の推移
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出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

(1) ソリューション別動向
a)  インテグレーションソリューション  

KDDI との協働で LPWA 関連の営業強化
インテグレーションソリューションは、もともと下期偏重である。2019 年 8 月より、KDDI は同社と共同開

発した「KDDI IoT クラウド Standard」LOGGER コース（LPWA）のサービス提供を開始したが、同社は

このサービスに適したセンサー内蔵型も含む通信デバイスを新たに開発した。具体的には、低速通信、低消費

電力で広い通信エリアに対応した低価格の通信モジュールになる。KDDI と協働して同様のニーズを掘り起こ

し販売につなげ、2020 年 8 月期第 4 四半期末までに棚卸資産を圧縮する意向だ。

b)  コンストラクションソリューション  
「サインロイド 2」の販売好調

季節要因を軽減し、持続的成長を実現するため、コンストラクションソリューションと GPS ソリューション

に経営リソースを集中する。コンストラクションソリューションは、拠点展開と増員を進めており、全国エリ

アでの拡販を目指した展示会への出展を強化するだけでなく、2019 年 7 月より業界特化型自社セミナーを開

始した。業界特化型イベントは、2020 年 8 月期第 1 四半期に開催された建設技術公開「EE 東北 ’19」（仙台）

と「建設・測量 生産性向上展（CSPI-EXPO）」（千葉）への参加が好評であったことから、第 3 四半期に「新

技術交流イベント in Shizuoka 2019」（静岡）、「創造的復興に寄与する先進建設・防災・減災技術フェア in 

熊本 2019」（熊本）に出展した。「現場ロイド」特化型の自主セミナーは、「今日からはじめる『i-Construction』

〜 ICT（AI/IoT）を活用した建設現場の生産性向上〜」と題し、2020 年 8 月期第 2 四半期に名古屋、東京、

大阪で開催、第 3-4 四半期には札幌、博多、広島で行う。

https://www.ecomott.co.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

http://www.fisco.co.jp

2020 年 1月 9日（木）エコモット
3987 東証マザーズ・札証アンビシャス https://www.ecomott.co.jp/ir/

18 21

18

今後の見通し

危機管理型水位計は、一定の成果は出したものの、単機能のため差別化が難しい上に単価も低いため、想定以

上の価格競争に陥ったことから、差別化が可能なソリューションに営業活動を転換している。政府の防災事業

への取り組み強化に伴い、国交省、地方自治体、防災コンサルティング会社等への営業に注力することで、国

交省防災事業（火山、砂防、地すべり監視等）における監視システム等で複数案件の導入があった。

IoT によるセンサーデータ収集と AI による予測を組み合わせた「サインロイド 2」は、ピンポイント風速予

測機能が市場ニーズを捉え、順調に売上を伸ばしている。厚生労働省の定める労働安全衛生法では、10 分間

の平均風速が毎秒 10 メートル以上となる強風などの悪天候が発生した場合に、地上から 2m 以上の高さで行

う高所作業を中止する必要があるが、LED データ表示板「サインロイド 2」は現在の風速と 1 時間後の予想

数値を同時に表示する。局所風速を高精度で予測する機能を搭載したことで、高所作業の継続・中止判断をよ

り早い段階で下すことを可能とした。強風に対するアラート警報は、実測値だけでなく予測値でも設定可能で

降雨量や気温予測のニーズにも対応している。2020 年 8 月期第 1- 第 2 四半期での「サインロイド 2」の販売は、

数量ベースで前年同期比 73.9% 伸びた。競合の少ない分野であり、レンタル機器の増産により更なる拡販を

目指す。

「サインロイド 2」の利用イメージ

出所：ホームページより掲載

c)  モニタリングソリューション  
ストークの子会社化により対象市場が拡大へ

雪の IoT である「ゆりもっと」の稼働期は、第 3- 第 4 四半期に集中する。ストックビジネスが売上高の 6 割

超を占めることから、安定的に利益とキャッシュを生む「金のなる木」である。市場が成熟化しており、同社

シェアが圧倒的に高いため、大きな成長が見込みにくかった。ストークを子会社し、新たな分野での事業拡大

が期待できる。
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新型高性能ドライブレコーダーを建設車両向けに投入

d)  GPS ソリューション  
パイオニアと高性能ドライブレコーダーで協働

拡大を続ける MaaS 市場に向けて、新たなカーテレマティクスソリューションサービスでパイオニアと協業

した。本ソリューションでは、先進運転支援システム「Intelligent Pilot」及びハードウェア供給をパイオニ

アが、クラウドアプリケーションの開発とサービス運用保守を同社が行う。車両の種類を問わず移動の安全性

を底上げする「Safe Mobility as a Service（SMaaS）」をコンセプトに、モビリティ・サービス事業者や自

家用車を含む幅広いターゲットに対して、AI を活用した全く新しい安全価値を提供する。通信型 2 カメラド

ライブレコーダー「TMX-DM03」は、赤外線対応車室内カメラによりドライバーの眠気やわき見を検知する

ドライバーモニタリング機能を搭載している。前方カメラにより、前方車両との接近注意喚起やレーンに偏っ

た走行を注意する。また、デジタル地図データやプローブデータ、事故発生地点、天気などの各種データとド

ライバーの運転傾向などから事故のリスクをリアルタイムに予測し、事故リスクが高い場合のみ注意喚起・警

告する高度な安全運転支援機能を有する。交通事故の減少、事故対応諸経費や保険料が節減できることが、導

入の動機付けとなる。

LTE 通信対応高性能カーテレマティクス端末「TMX-DM03」

出所：ホームページより掲載

同社は 2020 年 8 月期第 3- 第 4 四半期に、オートリース会社等の販売会社と協働で、白ナンバー業務用車両

を多数保有する企業への営業攻勢をかける。車両リース更改時にドライブレコーダーのレンタルによる試用を

促し、更新需要を喚起することで、その後の本格導入を狙う。競争優位性を有した高性能ドライブレコーダー

の供給をパイオニアから受けることで、更なるシェア拡大を目指す。

2. 中長期的な成長戦略

同社は、10 年後に「日本を代表する IoT リーディングカンパニー」となることを目指している。これからの 3

年を飛躍的成長に向けた経営基盤強化の時期と位置付け、人員・開発投資に注力する。この期間の経営戦略は、

収益基盤安定に向けた事業戦略、新規市場創造を視野に入れた新製品・サービスの開発推進、営業・開発体制強

化に向けた人員採用強化で構成される。

4 年目以降は、ソリューションの多様化による様々な社会課題の解決を提供することで、売上高の飛躍的成長と

利益の急拡大を追求する。防災ソリューションや GPS ソリューションなど季節性が少ない事業が拡大すれば、

年間を通して安定的な収益を確保することになるだろう。
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経営戦略

1. 収益基盤安定に向けた事業戦略
(1) コンストラクションソリューションに注力

・「現場ロイド」「防災ソリューション」への営業リソース集中
(2) GPS ソリューションでの市場シェア拡大

2. 新規市場創造も視野に入れた新製品・サービスの開発推進
(1) LPWA 各種規格への対応

・エコモットの強みである「つなぐ力」を磨き続ける
・LPWA による IoT 新規市場創造を目指す

（2) 「IoT × AI・VR・API」での付加価値提供
・高付加価値サービスの提供による受注単価拡大を目指す
・新たな切り口でサービス提供による新規市場創造を目指す

3. 営業・開発体制強化に向けた人員採用強化
・6 拠点のフィールドセールスを、前期末の 8 名から早期に 1 拠点 2 名体制へ
・2020 年 3 月期以降も、毎期各拠点 1 〜 2 名増員

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

3. 5G のインフラ整備

2020 年 3 月から第 5 世代移動通信システム「5G」の商用サービスが開始される。2019 年 9 月に、NTT ドコ

モ <9437> は、従来計画を 9 ヵ月前倒しし、2020 年 6 月末までに 5G の基地局を全都道府県に設置すると発表

した。2021 年 6 月には全国 1 万局、2024 年末に 2 万 6,334 局とするとしている。ソフトバンク <9434> も、

総務省に示した計画を 2 年前倒しで実行する意向だ。総務省は、過疎地や電波のつながらない地域での基地局

整備を後押ししている。現在は 4G や 3G の基地局整備に補助金を出しているが、2020 年度から 5G を対象に

加える。

5G は、「高速・大容量」「低遅延」「多数端末の同時接続」を特徴としており、日本が標榜するデータ利活用型

スマート社会「Society 5.0」の基幹インフラとなる。スマート工場やドローン、自動運転などの普及を促進し、

IoT 社会への浸透を促進する原動力となる。同社は、今後 2 〜 3 年で用途毎に LTE、LPWA が使われると見て

いるが、本格的な 5G 商用利用開始に向けて 5G の開発にも取り組んでいる。

CaaS/MaaS では、2019 年 10 月に開催された東京モーターショーのデンソー <6902> のブースに展示された、

MaaS 向け車載コンピュータのプラットフォーム「Mobility IoT Core」向けに対応したドライブレコーダー端

末のセキュリティカメラデモンストレーション展示に技術協力した。同社が協力した「リアルタイムストリーミ

ング技術」は、複数の運行車両から任意に選択した車両に設置されたカメラからのストリーミング映像を、LTE

回線により遠隔地にてリアルタイムで把握することができる。この映像により車両への衝撃が不審者によるもの

であることが判断できると、スマートフォンの操作により、クラクションを鳴らしたり、ライトを点滅させたり

などの威嚇をすることが可能になる。
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モバイルデータ通信規格と同社の対応計画

19/3 期 20/3 期 21/3 期 22/3 期

3GLTE 既存製品の提供・順次製品ラインナップの拡充

LPWA

セルラー LPWA
対応製品の開発

▲ Cat.M1 対応製品のリリース

▲ NB-IoT 対応製品のリリース　順次製品ラインナップの拡充

ノンセルラー LPWA
対応製品の開発

▲ LoRa 対応製品のリリース

▲ Sigfox 対応製品のリリース 順次製品ラインナップの拡充

5G 5G 対応製品の開発
▲ 実証実験 ▲ 5G 対応製品のリリース

順次製品ラインナップの拡充

出所：会社資料よりフィスコ作成

██株主還元
株主に対する利益還元を重要な経営課題と認識している。現在は成長段階にあるため、内部留保の充実による将

来の事業展開及び経営体質の強化のための投資を優先している。なお、2020 年 8 月期の配当は計画していない。
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